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当科の特徴

和歌山県立医科大学附属病院　形成外科

和歌山県内において、形成外科基幹施設は当施設のみであ
り、創設 4年を経過した新しい科であります。また、特定
機能病院として高度の専門性を必要とする疾患の治療にあた
ると同時に、和歌山県全域および泉南地域（大阪南部）の地
域医療における拠点病院として、一般的な形成外科疾患も幅
広く診療しています。他施設での研修に比べ、執刀する機会
が多いため、形成外科医として大きく成長できると考えてい
ます。形成外科専門医の取得後には、紀
北・紀中・紀南地域それぞれに、形成外
科のリーダーとなるべき人材を育成する
ことを念頭に置いております。
卒後 1、2年目の臨床研修（初期研修）

修了後、3年目から 6年目までは原則、
新専門医制度に準拠した「和歌山県立医
科大学形成外科専門研修プログラム」に
従って研修を行います。

当科では、一般枠コース・県民医療枠コース区別せず、学内研修を基本に行います。
学外研修も県内施設（国立南和歌山医療センターなど）で行います。
尚、一般枠コースでは、県外施設での研修は可能です。

ローテーション例 一般枠コース ※　　は学内研修

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

臨床研修
（初期研修）

学内研修 学外研修 学内研修

大学院博士課程

専攻医登録 専門医取得 学位取得

当病院に形成外科が開設されて 6 年が経過し、今年度は
じめて、当科で鍛錬した専攻医が専門医試験を受け、さらに
女性の専攻医が誕生しました。特定機能病院として高度の専
門性を必要とする疾患の治療と、和歌山県全域および泉南地
域（大阪南部）の地域医療における拠点病院としての役割を
担っております。

和歌山県内で唯一の形成外科基幹施設
であるため、顔面骨骨折や切断指などの顔
面や手の外傷、腫瘍や先天性疾患の外表異
常を診療しており、幅広く多くの経験をす
ることができます（年間手術症例数：約
800）。

世界初の全身麻酔手術を成功させた和
歌山出身である華岡青洲の思想に基づき、
専門的知識や学術の教授・研究とともに、
豊かな人間性と倫理感に富む資質の高い
人材育成を目指しています。

当科では、一般枠コース・県民医療枠コース区別せず、学内研修を基本に行います。
一般枠コースでは、県外施設での研修は可能です。
すべてのコースで、卒後、9 年間で専門医と学位習得を目指します。

 当科の特徴
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※地域医療枠では連携施設の都合上、専門医取得は義務年限終了後となります。

ローテーション例 地域医療枠コース

ローテーション例 県民医療枠コース

※　　は学内研修

※　　は学内研修

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

臨床研修
（初期研修）

へき地医療拠点病院等 学内研修 へき地医療拠点病院等

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

臨床研修
（初期研修）

学内研修 地域中核病院 学内研修 地域中核病院

大学院博士課程

大学院博士課程

専攻医登録 専門医取得

専攻医登録 専門医取得

学位取得

学位取得

和歌山県立医科大学附属病院　形成外科
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研修目標

教授からのメッセージ

以下に年次毎の研修内容・修得目標を示します。

⃝専門研修 1年目
一般的な医師としての基本的診療能力、および形成外科の基
本的知識と基本的技能の修得を目標とします。さらに、学会・
研究会への参加および e-learning や学会が作成しているビ
デオライブラリーなどを通して専門知識・技能の修得を図り
ます。

⃝専門研修 2年目
1）外傷 2）先天異常 3）腫瘍 4）瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド 5）
難治性潰瘍 6）炎症・変性疾患などについて基本的な手術手
技を習得します。

⃝専門研修 3年目
マイクロサージャリーやクラニオフェイシャルサージャリー
など、より高度な技術を要する手術手技を習得します。また、
学会発表や論文作成を行うための基本的知識を身につけます。

⃝専門研修 4年目
自分自身が主体となって治療を進めていけるように、再建外
科医として他科医師と協力の上、治療する能力を身につけ、
言語・音声・運動能力などのリハビリテーションを他の医療
従事者と協力の上、指示・実践する能力を習得します。また、
形成外科を中心とした地域医療に貢献するためには、総合的
な治療マネージメント能力が要求されるため、臨床能力の向
上を目的とした国立南和歌山医療センターにおける外来診療
や地域連携とのコミュニケーションも含めた勉強会や講演会
に積極的に参加します。

開設時私を含めて 2 名だっ
た医局員が現在では 8名とな
り、手術件数は 700 件を超え
基幹病院に申請することができ
ました。

形成外科の診療範囲は、先天異常、外傷、腫瘍、マイクロサー
ジャリー（再建外科、リンパ浮腫）、クラニオフェイシャルサー

ジャリー（頭蓋顎顔面外科）、高齢者医療（床ずれ）　等の体
表面の修復など幅広い領域を含みます。その範囲は外科系の
中でも突出しており、頭から手足の先（爪）まで、あらゆる
身体に生じた醜形に対し、様々な手技を用いて、治療を行う
科です。形成外科医は「Surgeon’s�surgeon」とも称されて
います。
日本形成外科認定専門医数は全国において3500名程です

が、和歌山県では私を含めても、数名の形成外科専門医しか
おりません。是非、外科学の基本手技を学びたい先生は、形
成外科を専攻してください。

朝村　真一 教授

形成外科は外科系診療科で、
診療内容のうち手術の割合が断
トツで高く、時代のニーズに合
わせて進歩している診療科で
す。海外では形成外科医のこと

を「Surgeon's surgeon（外科医の中の外科医）」と呼んで
おります。

数年間で多くの知識と技能を得ることができます。手術に
おける基本手技や考え方を学びたい先生は、是非、形成外科
を専攻してください。

以下に年次毎の研修内容・修得目標を示します。

●専門研修 1 年目
一般的な医師としての基本的診療能力、および形成外科の基
本的知識と基本的技能の修得を目標とします。さらに、学会・
研究会への参加および e-learning や学会が作成しているビ
デオライブラリーなどを通して専門知識・技能の修得を図り
ます。

●専門研修 2 年目
1）外傷 2）先天異常 3）腫瘍 4）瘢痕・瘢痕拘縮・ケロイド 5）
難治性潰瘍 6）炎症・変性疾患などについて基本的な手術手
技を習得します。

●専門研修 3 年目
マイクロサージャリーやクラニオフェイシャルサージャリー
など、より高度な技術を要する手術手技を習得します。また、
学会発表や論文作成を行うための基本的知識を身につけます。

●専門研修 4 年目
自分自身が主体となって治療を進めていけるように、再建外
科医として他科医師と協力の上、治療する能力を身につけ、
言語・音声・運動能力などのリハビリテーションを他の医療
従事者と協力の上、指示・実践する能力を習得します。また、
形成外科を中心とした地域医療に貢献するためには、総合的
な治療マネージメント能力が要求されるため、臨床能力の向
上を目的とした岸和田徳州会病院における外来診療や地域連
携とのコミュニケーションも含めた勉強会や講演会に積極的
に参加します。

 教授からのメッセージ

 研修目標

朝村　真一…教授
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当科で取得可能な専門医と指導体制

和歌山県立医科大学附属病院　形成外科

研修施設 日本形成外科専門医 日本小児形成外科専門医 日本手外科専門医 日本頭蓋顎顔面外科専門医
和歌山県立医科大学附属病院 3名 2名 1名 1名

研修施設 日本形成外科専門医 日本小児形成外科
分野指導医 日本手外科専門医 日本頭蓋顎顔面外科専門医

和歌山県立医科大学附属病院 4 名 2 名 2 名 1 名

研修施設 再建・マイクロサー
ジャリー分野指導医

皮膚腫瘍外科
分野指導医 日本創傷外科専門医

和歌山県立医科大学附属病院 2 名 1 名 1 名

当科で取得可能な専門医と指導体制

和歌山県立医科大学附属病院　形成外科
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